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３月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞

火・木・土曜日

　　　　午後 1時～午後8時30分

日曜日　午前10時～午後5時30分

　※両施設とも祝祭日休館。＜利用料＞1回200円(両センター共通券)

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞

 月～金曜日

　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

３月13日(金）

    17日(火）

    24日(火）

    27日(金）

    

３月13日(金）

   

洞爺総合支

所

健康福祉セ

ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種

日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

３月16日(月）
午前10時～

12時

午前10時～

11時30分

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区

健康相談

親子ふれあ

い遊び

フッ素塗布
受付 午後1時

～2時30分

健康福祉セ

ンター

人口と世帯の動き (平成21年１月31日現在)

男…… 4,977人

女…… 5,658人

計……10,635人

世帯…… 5,236世帯

月対比

(＋ 3)

(＋ 8)

(＋11)

(＋ 8)

今月のワンショット

個別通知します

  ４月の予定

◆洞爺地区健康相談/4月3日(金)・10日(金)・14日(火)

  ・17日(金)・21日(火)・24日(金)(洞爺地区）

◆ポリオ/4月16日(木)(健康福祉センター)・ 22日(水）

 （洞爺地区）

◆親子ふれあい遊び/4月24日(金)(健康福祉センター）

◆乳児検診/4月28日(火)(健康福祉センター）

洞爺冬まつり
　ー寒さもへっちゃら！氷雪のすべり台でそり
　　　　　　　　　遊びを楽しむ子供達ー

「さわやか」

の　行　事　予　定

　主な内容
・事務事業評価結果の概要　…………………………3Ｐ

・洞爺湖町環境計画について　………………………8Ｐ

・下水道料金町内統一　…………………………10Ｐ

３月26日(木）

個別通知します
乳児検診

受付 午後1時

30分～2時

洞爺ふれ愛

センター

  今月号では、行政改革について特集

を組みました。▼町の財政は、世界同

時不況という逆風もともなって、ます

ます厳しい状況を迎えています。▼ま

さに1年、1年の取組みが町の将来の方

向を決定づけると言ってもいいでしょ

う。▼今後も更なる事務事業の見直し、

各部署での節約など財政健全化に向け

て、知恵をしぼり、そして素早く実行

していくことが問われるていくと思い

ます。▼こんな中で、新君の全国２位

の快挙は、心の中を明るく灯してくれ

ました。　　　　

　　　　　　　　　　　　（Ｈ．Ｏ）

東 奔 西 走

洞爺湖温泉冬まつり
ー恒例の国際ばんばラフティング大会ー

洞爺湖温泉冬まつり
ー恒例の国際ばんばラフティング大会ー





平成20年度 事務事業評価結果の概要をお知らせします。

特集

行
財
政
改
革



　
　
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

　
　
で
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行

政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
の

仕
事
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度

か
ら
事
務
事
業
評
価
制
度
を
導
入
し
、

財
政
健
全
化
に
向
け
て
力
を
注
い
で

き
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
は
、
現
在
ま
で
に
評

価
対
象
事
務
事
業
全
体
の
約
90
％
を

評
価
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
評
価
結

果
の
概
要
を
こ
こ
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
、
洞
爺
湖
町
行
財
政

改
革
審
議
会
を
継
続
的
に
開
催
し
、

評
価
結
果
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

意
見
な
ど
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
は
、
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
適
用
に
よ
り
「
早
期
健
全
化
団

体
」
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
確
実

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
財
政
の
健
全

化
に
向
け
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

事務事業評価とは

　事務事業評価とは、町のすべての活動を、将来像としてある「湖海と火山と緑の大地が結びあい元気を
つくる交流のまち」実現のための手段としてとらえ、そのための活動実績を評価し、洗い出された課題や
問題点を解決する計画を立てて、実行していくというものです。

Ｐla n（計画）
　◇事業の目的や目標を明らかにします。
Ｄo（実施）
　◇実施し、目標実現に努めます。
Ｃheck（評価）
　◇妥当性・代替性・効率性・事業休廃止の影
　響の点などから４種類のシートで評価します。
Ａction（改善）
　◇評価結果による課題を踏まえて、事務事業
　を改革・改善します。

計画Ｐl a n

実施Ｄo

評価Ｃhe c k

改善Ａc tio n

事務事業の流れ　　    　　　

町

４

行財政改革と
事務事業の評価結果



  事務事業評の目的
　大きく次の2つを目的として行います。
　　◆「結果を振り返る」成果重視型の行政経
　　　営へシフト（移行）する。
　　◆財政の健全化を進める。
　　
  ☆事務事業の手段や処理方法を絶えず点検するこ
　とにより、継続的な改革・改善を図ります。
  ☆事業実施にあたって、最小の予算で最大の効果を得るために、限られた財源の有効活
  用を図ります。
  ☆「事業の目的は何か」「事業の目的達成のためにもっと有効な手段はなかったか」と
　いう意識をもつことによって、成果重視の事業実施を図ります。

　評価の方法
　評価にあたっては、事業の成果やサービスの効率化などを検討しながら、継続事業につい
ては次の4つの視点で行いました。

　　　◆1つ目の視点
　　■目的の妥当性
　　　 誰のための事業か。また、どのような効果を狙った事業かが明確になっているか

　　◆2つ目の視点
　　■代替性
　　　 民間委託などによって経済的・効率的にならないか。行政主体で進める必要性が

　　　 あるか

　　◆3つ目の視点
　　■経済性・効率性
　　　 事業コストを下げられないか。受益者負担の原則から、負担を求めることはでき
　　　 ないか

　　◆4つ目の視点
　　■事業休廃止の影響
　　　 事業を休廃止した場合、どのような影響があるか

　　　　　　こうした視点から、それぞれ評価を行い（個別評価）、これらを総合
　　　　　した結果（総合評価）を次の6段階で表しました。

　　  

　　1 継続（21年度は、現状の規模を維持する、又は一部改善・見直しを行う場合）

　　2 拡大方向（事業内容の拡大や事業費が大きく増加する場合）

　　3 縮小（事業内容の縮小や事業費が大きく減少する場合）

　　4 統合（類似事業に編入（一方の事業を取り止める）し、一本化する場合）

　　5 休止（成果を上げるための他の条件が整うまで、あるいは無期限に事務事業を休止

　　　　　　　する場合）

　　6 廃止（事務事業を取り止める場合、事務事業が終了する場合）

　この評価結果を踏まえて、事務事業の課題を洗い出し、今後の改革・改善方針を明らかに
しました。
　今後も「計画（Ｐ）」⇒「実施（Ｄ）」⇒「評価（Ｃ）」⇒「改善（Ａ）」を繰り返すこ
とにより、必要性や妥当性を点検し、有効性を高めながら、不断に行財政改革を進めます。

５



　
今
年
度
の
事
務
事
業
評
価
に
つ
い

て
は
、
上
記
の
と
お
り
、
Ａ
廃
止
す

る
事
業
か
ら
統
廃
合
す
る
事
業
で
23

事
業
（
9
・
9
％
）
、
Ｂ
継
続
す
る

事
業
（
規
模
・
内
容
の
見
直
し
、
又

は
見
直
し
を
検
討
）
①
21
年
度
に
新

た
に
受
益
者
負
担
を
求
め
る
主
な
事

務
事
業
か
ら
⑤
高
齢
者
福
祉
分
野
の

事
業
で
36
事
業
（
15
・
5
％
）
、
Ｃ

継
続
す
る
事
業
（
規
模
・
内
容
の
見

直
し
、
又
は
見
直
し
を
検
討
）
Ｂ
以

外
の
事
務
事
業
で
95
事
業
（
40
・
8

％
）
Ｄ
継
続
す
る
事
業
（
現
状
の
規

模
・
内
容
を
維
持
）
で
77
事
業
（
33

・
0
％
）
、
Ｅ
　
平
成
21
年
度
は
見

送
り
と
す
べ
き
事
業
で
２
事
業（
0
・

8
％
）
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
改

革
改
善
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
の
評
価
結
果
の
ま
と
め
と

事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

４
月
以
降
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価
制
度
に
関
す
る
こ

と
　
企
画
防
災
課
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
74-

3
0
0
4

６

事務事業評価の概要事務事業評価の概要

Ｃ
95事業
40.8％

……
……
……
……
……
……
…

……
……
……

…
…
…

評
価
の
結
果

結
果
の
公
表

　
問
合
せ

継続する事業
 （規模・内容の見直し、又は見直しを検討）

①21年度に新たに受益者負担を求める主な事務事業
  ・松の湯管理運営事業　・一般入浴助成事業
  ・高齢者入浴助成事業【健康福祉課】
  ・洞爺いこいの家運営事業【総合支所】
  ・洞爺湖マラソン開催事業【観光振興課】
  ・洞爺ブランド加工研究センター維持管理事業【総合支所】
  ・湖畔公園維持管理事業（洞爺地区）【総合支所】
  ・放課後児童健全育成事業【社会教育課】

②21年度に民間による管理運営を図る施設
　・歴史公園夕日ヶ丘パークゴルフ場管理運営事業【観光振興課】
　・洞爺湖森林博物館運営事業【観光振興課】
  ・洞爺いこいの家運営事業【総合支所】
　・洞爺水辺の里財田キャンプ場管理事業【総合支所】

③22年度に休止・廃止を検討している主な事務事業
  ・消防後援会補助事業【企画防災課】
　・納税貯蓄組合連合会補助事業【税務財政課】
　・松の湯管理運営事業【健康福祉課】

④21年度に検討・調整する主な事務事業
　・本庁舎管理業務【総務課】
　・町有住宅管理事務（職員用）【総務課】
　・町内巡回バス運行事業【健康福祉課】
　・各公共施設全般【施設所有担当課】
　・虻田高校に対する支援事業【管理課】
　・虻田高校生通学用スクールバス等運行事業【管理課】
　・洞爺高校管理運営事業【管理課】
　・洞爺高校寄宿舎管理運営事業【管理課】
　・常設保育所管理運営事業【管理課】
　・へき地保育所管理運営事業【管理課】
　・給食センター運営事業（虻田・洞爺）【給食センター】
　・給食配送業務（虻田・洞爺）【給食センター】

⑤高齢者福祉分野の事業【健康福祉課】
  ・高齢者交通費助成事業　・配食サービス業務委託事業
　・高齢者入浴費助成事業　・移送サービス業務委託事業
　・長寿まつり事業　・高齢者運動会事業
　・軽度生活援助事業（ホームヘルプ事業）
  ・生きがいディサービスセンター運営事業
  ・緊急通報システム管理事業

 廃止する事業～統廃合する事業

①廃止する事業

  ・交通傷害保険加入促進事業【住民課】

　・難病連事業【健康福祉課】

　・洞爺診療所運営事業【総合支所】

　・新規就農者対策事業【産業課】

  ・こん虫等駆除事業【生活環境課】

  ・各種衛生団体事務局事務【生活環境課】

②目的を達成して終了する事業

　・観光ルネサンス事業【観光振興課】

　・魅力ある観光地づくり整備事業【観光振興課】

　・地場産品直売センター「洞爺丸鮮市場」管理運営事

   業【産業課】

　・ユウキあるクリーン農業総合推進事業【産業課】

　・水産振興支援事業（ナマコ養殖）【産業課】

③当面、休止する事業

　・洞爺湖町手をつなぐ育成会運営事業【健康福祉課】

　・町営住宅建設事業【建設課】

　・３・４・７海岸通整備事業【建設課】

④縮小する事業

　・長寿祝い金支給事業【健康福祉課】

　・高齢者事業団運営事業【健康福祉課】

  ・洞爺湖温泉観光協会支援事業【観光振興課】

  ・洞爺まちづくり観光協会補助事業【総合支所】

  ・資源ごみ集団回収助成事業【生活環境課】

　・古紙回収事業者交付金事業【生活環境課】

　・公用車維持管理事業【生活環境課】

⑤統廃合する事業

　・虻田火葬場維持管理事業【住民課】

　・洞爺火葬場維持管理事業【総合支所】

評　価　結　果　の　区　分

Ａ　廃止する事業～統廃合する事業

Ｂ　継続する事業（規模・内容の見直し、又は見直しを検討）

Ｃ　継続する事業（規模・内容の見直し、又は見直しを検討）

                                         《上記Ｂ以外の事務事業》

Ｄ　継続する事業（現状の規模・内容を維持）

Ｅ　平成２１年度は見送りとすべき事業

B 36事業　15.5％

Ａ 23事業　９.９％

Ｅ ２事業　０.８％

Ｄ
77事業
33.0％



 

　
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
洞

　
　
爺
高
校
の
2
年
生
21
人
が
、
1

月
23
日
ウ
ロ
コ
虻
田
店
で
、
手
づ
く

り
エ
コ
バ
ッ
グ
や
地
元
の
素
材
を
使

っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
販
売
し
、
町
民

に
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
販
売
し
た
の
は
、
授
業
で
製
作
し

た
撥
水
加
工
の
大
小
の
エ
コ
バ
ッ
グ

45
枚
と
マ
ド
レ
ー
ヌ
3
0
5
個
で
、

購
入
し
た
人
に
は
、
寮
の
廃
油
で
作

っ
た
石
鹸
を
も
れ
な
く
無
料
で
配
布

し
ま
し
た
。

　
真
剣
な
高
校
生
の
声
か
け
に
、
買

い
物
客
も
呼
応
し
、
時
間
内
に
用
意

し
た
品
物
を
完
売
し
ま
し
た
。

手づくりエコバッグなど
洞爺高生ウロコで実習販売

　
　
隣
の
小
規
模
吹
奏
楽
部
の
合
同

　
　
演
奏
会
「
産
地
直
演
う
ま
い
も

の
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
2
月
14
日
洞

爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
参
加
し
た
の
は
、
虻
田
中
、
洞
爺

中
、
豊
浦
中
、
壮
瞥
中
の
4
中
学
吹

奏
学
部
の
ほ
か
、
虻
田
吹
奏
楽
団
、

伊
達
吹
奏
楽
団
の
有
志
、
顧
問
の
先

生
な
ど
約
70
人
。

　
当
日
は
、
第
1
部
が
、
北
島
三
郎
、

中
島
み
ゆ
き
な
ど
北
海
道
出
身
の
歌

手
の
楽
曲
を
集
め
た
「
北
海
道
の
歌

い
手
か
ら
」
。
第
2
部
は
、
先
生
や

虻
田
、
伊
達
吹
奏
楽
団
有
志
に
よ
る

「
大
人
た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
」
。

第
3
部
は
宇
宙
を
題
材
に
し
た
楽
曲

か
ら
「
テ
ー
マ
は
宇
宙
」
の
3
部
構

成
で
、
父
母
や
町
民
か
ら
の
熱
い
声

援
を
受
け
て
、
生
徒
達
は
楽
し
そ
う

に
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

小規模吹奏学部の合同演奏会
力強い演奏で聴衆を魅了

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●　

　
月
16
日
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

　
　
ル
大
会
（
主
催
洞
爺
湖
町
体
育

振
興
連
絡
会=

水
戸
光
彦
会
長
）
が
、

虻
田
体
育
館
で
、
各
地
区
か
ら
9
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
1
チ
ー
ム
6
人
で
、
3
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各

グ
ル
ー
プ
1
位
の
チ
ー
ム
同
士
で
決

勝
リ
ー
グ
を
闘
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
独
特
の
素
早
い
ラ
リ

ー
の
応
酬
と
迫
力
あ
る
ア
タ
ッ
ク
が

各
ゲ
ー
ム
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
勤
務

後
の
試
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
手

達
は
、
元
気
に
試
合
に
挑
ん
で
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　
1
位
　
チ
ー
ム
藤
原
/
2
位
　
温

泉
8
区
/
3
位
　
本
町
6
区

町民ミニバレーボール大会
地区対抗でいい汗流す

スポーツで世代間交流を
第 1 回町民玉入れ大会開く

環

７

　
　
1
回
若
狭
杯
洞
爺
湖
町
町
民
玉

　
　
入
れ
交
流
大
会
が
、
1
月
31
日

虻
田
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
の
は
、
総
合
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
（
青

木
佐
智
子
委
員
長
）
。

　
現
在
日
本
体
育
協
会
が
、
同
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
全
国
の
市
町
村
に
呼
び

か
け
て
い
て
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
町

内
有
志
が
、
世
代
間
の
交
流
を
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
行
お
う
と
発
足
さ
せ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

約
70
人
が
参
加
し
て
、
競
技
と
し
て

の
玉
入
れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
来
年
度
の
正
式

設
立
に
む
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　　
　

近

第

２

力強い演奏をくり広げた
合同演奏会

玉入れ競技に一喜一憂

ミニバレーボールでいい汗を流す選手ら

買い物客に声かけする洞爺高生買い物客に声かけする洞爺高生玉入れ競技に一喜一憂

ミニバレーボールでいい汗を流す選手ら
力強い演奏をくり広げた
合同演奏会



平成21年4月から始まります！！
　 １月号で洞爺湖町環境基本計画の概要をお知らせしましたが、今月号ではさまざまな取組
の具体的な内容をお知らせします。
　 なお、計画の全文は町のホームページに掲載していますので、ご覧ください。

○自然環境

【基本目標】水とみどりあふれる自然と共生するまち

　私たちにさまざまな実りを与えるとともに多様な生物の生息地
となっている湖・山・海を守るため、環境への負荷に配慮した適
切な利用・管理を推進します。
　子供たちや住民のみなさんが身近な自然に親しみ、自主的
に地域の環境保全活動を行えるように、ビオトープや親水公園
などの自然と触れ合える場の整備を進めます。
　また、農業体験イベントなど私たちの生活と自然との密接なつな
がりを学ぶ機会を設け、自然と暮らしの調和を目指します。 洞爺高校の清掃活動

○生活環境

【基本目標】おいしい空気と水を守り安心して暮らせるまち

　工場排水や生活排水による水質汚濁や、野焼きなどによる大気汚染など多くの公害問題がありま
す。これらの問題に対処するには、法令による規制や行政による取組だけでなく、使用者・排出者の
自主的な取組の強化も求められます。

　また、定期的な環境測定や専門家によ
る分析を行い今後の自然環境の保全に役
立てます。

○快適環境

【基本目標】美しい景観を守り心潤うまち
　住民のみなさんが参加しやすい植樹などの
参加型・体験型のイベントを開催するとともに、
先人の築いた歴史・文化を含めた特色のある
取組を進めていきます。

　特に住宅地内を対象とした暮らしの中の「み
どりづくり」を進めていきます。

○地球環境

【基本目標】地球にやさしい暮らしを実践するまち

　地球温暖化・オゾン層の破壊など地球環境の問
題は、大都市における大規模な事業に限られたも
のではなく、日常生活や通常の事業活動に起因す
るものだということを認識し、住民・事業者・町が一
体となって環境に配慮したエネルギー消費、行動
を実践していくことが大切です。

　 「洞爺湖町チーム・マイナス６％」の取組を進め
地球にやさしいまちをみんなの手で作り上げましょう。

■日時　平成２１年３月２８日（土）１１時～１５時
■会場　洞爺湖文化センター

　昨年のサミット100 日前イベントとして実施したフリーマーケットが
とても好評でしたので、今年も開催します。
　古着などの布類の回収も行います。
　みなさんのご来場をお待ちしています。

ー リサイクル広場 ーー リサイクル広場 ー フリーマーケットフリーマーケット

昨年のフリーマーケットの様子

洞爺高校の清掃活動

昨年のフリーマーケットの様子

８

※ビオトープ：野生生物の生息する空間の意味



「湖・山・海とともに歩む心豊かなまち」をめざして

○学び、協力し合う環境

【基本目標】みんなでつくる環境のまち
　 今日の環境問題は相互に複雑に絡み合い、自らが加害者であると同時に被害者であるという特
殊な状況にあります。
このため、幅広い年齢層を対象とした環境学習会などを開催し、環境意識の高揚を図るとともに住
民・事業者・町が「協力と連携」の下に環境問題の解決に取り組む必要があります。
　特に子供たちを対象としたこどもエコクラブ事業を推進し、地域ぐるみで活動を支援する体制づく
りを進めます。

○資源利用環境

【基本目標】もったいない気持ちを大切にするまち

　今までのような大量生産・大量消費・大量廃棄を続けて
いては美しい自然環境は守れません。私たち一人ひとりが
限りある資源を大切にし、更なるごみの排出抑制・再利用
・再資源化に努め、環境にやさしいライフスタイルへの転
換を進めます。
　　「もったいない」を合言葉に、ご家庭で環境問題に取り
組んでいきましょう。

【計画推進のための役割】

　 よりよい環境を守り、育て、創造するためには、住民・
事業者・町の自主的な取組が重要です。

○住  民：日常生活や地域活動を通じた環境負荷の低減
　　　    　 町の実施する環境施策への協力
○事業者：営業活動や地域活動を通じた環境負荷の低減
            町の実施する環境施策への協力
○　　町　：各種施策の実施
            環境保全に関する啓発活動の実施

住　民

事業者 町

協力と連携

まち美化ボランティア 　すでに多くの団体、個人のみなさんが活動しています。
　美しい洞爺湖の自然や道路、公園など地域の公共の場をみなさんの
手できれいにしてみませんか？

【登録状況】
　○個人22名○団体17団体（493名）（2月25日現在）
　※登録は引き続き受け付けています。

生活環境課（　74－3006）

洞爺湖エコキッズ施設見学洞爺湖エコキッズ施設見学

９
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月
号
で
水
道
料
金
の
統
一
に
つ 

 
 

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

 

今
回
は
、
下
水
道
使
用
料
の
統
一

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
―
―
な
ぜ
、
虻
田
地
区
に
合
わ
せ

る
の
？

 

下
水
道
使
用
料
は
家
庭
用
で
比
較

す
る
と
、
虻
田
地
区
と
洞
爺
地
区
で

大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

洞
爺
地
区
は
1
区
分
し
か
な
く
、

水
道
料
金
区
分
に
一
致
す
る
虻
田
地

区
の
体
系
を
基
準
と
し
ま
し
た
。

―
―
区
分
の
見
直
し
は
？

 

水
道
同
様
に
「
業
務
用
」
の
新
区

分
を
設
け
、
基
本
水
量
を
10
　
と
し

ま
し
た
。

 

虻
田
地
区
で
は
水
道
区
分
の
「
官

公
署
・
学
校
団
体
用
」
に
見
合
う
下

水
道
区
分
が
な
く「
一
般
家
庭
用
」を

適
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
道
区
分

と
同
様
に
「
営
業
用
Ⅰ
種
」
と
統
一

し
「
業
務
用
」
と
し
ま
し
た
。

―
―
い
く
ら
上
が
る
の
？

 

水
道
同
様
に
、
用
途
区
分
、
使
用

水
量
等
に
よ
り
違
い
ま
す
。

 

洞
爺
地
区
の
「
一
般
家
庭
用
」
で

は
基
本
使
用
料
が
下
が
り
ま
す
が
、

従
量
料
金
単
価
が
上
が
り
ま
す
。
平

均
的
に
は
１
％
か
ら
２
％
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。
洞
爺
地
区
「
業
務

用
」
で
は
基
本
料
金
が
上
が
り
、
10

　
以
上
の
使
用
で
は
6
・
7
％
ほ
ど

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
大
口
使

用
で
は
引
き
下
げ
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
虻
田
地
区
で
は
「
業
務
用
」
へ
の

統
一
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
営
業

用
Ⅰ
種
」
で
は
基
本
使
用
料
が
下
が

り
ま
す
。
水
道
区
分
の
「
官
公
署
・

学
校
団
体
用
」
で
は
基
本
使
用
料
が

上
が
り
ま
す
。

―
―
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
？

　
平
成
21
年
6
月
分
（
5
月
25
日
基

準
検
針
日
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。

―
―
経
過
措
置
は
あ
る
の
？

　
水
道
の
よ
う
な
大
幅
な
改
定
と
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
経
過
措
置
は
設

け
ま
せ
ん
。

―
―
会
計
と
し
て
い
く
ら
増
額
に

な
る
の
？

　
区
分
ご
と
に
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、

下
水
道
会
計
と
し
て
は
全
体
で
約
１

０
０
万
円
の
減
額
と
試
算
し
て
い
ま

す
。
　
虻
田
地
区
の「
一
般
家
庭
用
」「
業
務

用
Ⅱ
種
」（
収
用
人
員
5
0
0
人
超
の

ホ
テ
ル
等
）は
、
現
行
の
ま
ま
で
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
温
泉
汚
水
下
水

道
使
用
料
に
つ
い
て
も
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
へ
。

先
下
水
道
使
用
料

    上下水道課

　　　　　　　　　74－3008

ｍ
3

下水道使用料

町 内 統 一

下水道使用料

町 内 統 一

ｍ
3

＜洞爺地区＞

【下水道使用料】 (消費税額を含む)(円)

用 途 別　　　 　　　　　　　　水　　量　　　　 現　　行　　 改　定　後

区 分 な し
基本料金

従量料金

基本料金

従量料金

基本料金

従量料金

(1　につき)

8  まで

1　につき

8　まで

1　につき

10　まで

11 から300　まで

301 から500　まで

501 から2,000　まで

2,001 から4,000　まで

4,001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

1,260.00

157.50

━

━

━

━

━

━

━

━

【主な使用水量ごとの使用料】

使用水量(例)
一般家庭用

現　　行 改 定 後

業　務　用

 8

10

15

20

25

30

40

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

1,260

1,575

2,362

3,150

3,937

4,725

6,300

1,207

1,533

2,346

3,160

3,974

4,788

6,415

(消費税額を含む)(円)

※計算方法
　　基本料金＋(使用水量-基本水量)×従量料金単価
　　小数点以下を含んだ単価で集計し、合計時に円未満を切り捨てます。

一般家庭用

業 務 用

━

━

1,207.50

162.75

1,680.00

168.00

162.75

147.00

136.50

126.00

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

現　　行 改 定 後

1,260

1,575

2,362

3,150

3,937

4,725

6,300

1,680

1,680

2,520

3,360

4,200

5,040

6,720



　
水
洗
化
工
事
資
金
の
貸
付
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
役
場
上
下
水
道
課
（
　
74-
３
０

０
８
）
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
美
し
い
自
然
環
境
を
次
世
代
へ
伝
え
る
た

め
に
も
、
下
水
道
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

11

　
　
月
、
4
月
は
異
動
の
多
い
季
節

　
　
で
す
。
会
社
の
就
職
、
退
職
や

町
外
へ
転
出
す
る
と
き
な
ど
国
保
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
14
日
以
内
に
届
出
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
届
出
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す

<

国
保
を
脱
退
す
る
時>

・
他
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

　
時
↓
国
保
と
他
の
健
康
保
険
証
、

　
印
鑑

・
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
時
↓
国

　
保
保
険
証
、
印
鑑

・
死
亡
し
た
時
↓
国
保
保
険
証
、
印

　
鑑

<

国
保
に
加
入
す
る
時>

・
他
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た

　
時
↓
健
保
な
ど
の
離
脱
証
明
、
印

　
鑑
・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
時
↓

　
印
鑑

・
子
ど
も
が
う
ま
れ
た
時
↓
印
鑑

　
３
月
は
平
成
20
年
度
分
国
民
健
康

保
険
税
の
最
終
納
期
限(

9
期)

で
す
。

　
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

な
ど
に
あ
て
ら
れ
る
国
保
の
貴
重
な

財
源
で
す
。

　
国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
保
険

税
の
納
期
内
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

収
入
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
そ
の
旨

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な

ど
の
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

も
、
そ
の
旨
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
所
得
の
申
告
の
な
か
っ
た
世
帯
は
、

保
険
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
住
民
課
国
保
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
２

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
下
水
道
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
下
水
道
に

接
続
し
て
い
る
割
合
は
、
現
在
約
85
%
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
下
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

下水道接続

のお願い

異
動
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
国
保
へ
届
出
を

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
な

い
か
も
う
一
度
確
認
を

国
民
健
康
保
険
税
算
定

に
必
要
な
所
得
の
申
告
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

３

＜虻田地区＞

【下水道使用料】(変更になる区分のみ) (消費税額を含む)(円)

現　　　行 改　定　後

用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　　用 途 別　　　 水　　量　　　料 金　

営業用

Ⅰ種

官公署・

学校団

体用

業務用

基本

料金

基本

料金

従量

料金

(1 に

つき)

基本

料金

従量

料金

従量

料金

20ｍまで3

21から300　まで

301から500　まで

501から2,000　まで

2,001から4,000　まで

4,001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

8　までｍ
3

1　につきｍ
3

ｍ
3

10　までｍ
3

11から300　まで

301から500　まで

501から2,000　まで

2,001から4,000　まで

4,001　以上

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

3,570.00

168.00

162.75

147.00

136.50

126.00

1,207.50

162.75

1,680.00

 

168.00

162.75

147.00

136.50

126.00

【主な使用水量ごとの使用料】

使用水量(例)
現　　　行

改定後
営業用Ⅰ種 官公署・団体

使用水量(例)
現　　　行

改定後
官公署・団体営業用Ⅰ種

10

15

20

25

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

30

40

50

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

3,570

3,570

3,570

4,410

5,250

6,930

8,610

1,533

2,346

3,160

3,974

4,788

6,415

8,043

1,680

2,520

3,360

4,200

5,040

6,720

8,400

(消費税額を含む)(円)

※計算方法
　　基本料金＋(使用水量-基本水量)×従量料金単価
　　小数点以下を含んだ単価で集計し、合計時に円未満を切り捨てます。



　
　
月
４
～
7
日
岐
阜
県
高
山
市
で

　
　
開
か
れ
た
全
国
中
学
ス
キ
ー
大

会
で
、
虻
田
中
3
年
の
新
賢
範
君
が
、

大
回
転
で
2
位
、
回
転
5
位
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
昨
年
も
同
大
会
に
参
加
し
て
、
回

転
で
5
位
、
大
回
転
7
位
の
成
績
を

収
め
、「
来
年
は
絶
対
優
勝
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
決
意
ど
お
り
、
夏
場
も
自
転

車
や
走
り
こ
み
な
ど
の
ハ
ー
ド
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
下
半
身
を
鍛
え
、
万

全
な
体
制
で
シ
ー
ズ
ン
に
臨
む
こ
と

が
で
き
、
そ
の
成
果
が
、
全
国
2
位

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
に
結
実
し
ま

し
た
。

　
虻
田
中
学
校
で
も
、
ス
キ
ー
で
の

初
の
全
国
2
位
に
、
正
門
前
に
新
君

を
た
た
え
る
看
板
を
掲
示
す
る
な
ど
、

喜
び
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
成
20
年
度
全
国
優
秀
給
油
所
に
、

　
　
洞
爺
給
油
セ
ン
タ
ー
㈱
（
朝
倉

英
隆
社
長
）
が
経
営
す
る
洞
爺
温
泉

給
油
所
（
谷
田
川
弘
所
長
）
が
選
ば

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
表
彰(

ビ

ジ
ネ
ス
部
門
石
油
製
品
販
売
経
営

分
野)

を
受
け
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
全
国
4
万
７

千
店
の
中
か
ら
道
内
1
店
舗
、

道
外
35
店
舗
が
受
賞
。

　
2
0
0
0
年
の
有
珠
山
噴

火
災
害
か
ら
の
早
期
再
開
や

サ
ミ
ッ
ト
で
の
外
務
省
、
各

国
大
使
館
の
給
油
所
と
し
て

営
業
サ
ー
ビ
ス
が
高
く
評
価

さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　
谷
田
川
所
長
は
「
大
変
光
栄
な
こ

と
で
す
。
こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

今
後
も
地
元
の
お
客
さ
ん
に
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
給
油
所
を

目
指
し
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

回転も5位入賞

大回転で全国2位大回転で全国2位

虻
中
3
年
新
君

　
全
国
中
学
ス
キ
ー
大
会
で
快
挙

　洞爺ライオンズクラブ（伊藤博
会長）では、今年も社会福祉協議
会に5万円の寄付を行いました。
　地域奉仕活動一環として毎年寄
付しているもので、社協では、福
祉金庫事業の原資に充ててきまし
た。
　当日は、幹事の市川友義さんが、
町社協事務所を訪れ、大久保和幸
町社協副会長に目録を手渡しまし
た。

洞爺ライオンズクラブ
　町社協に５万円寄付　
洞爺ライオンズクラブ
　町社協に５万円寄付　

洞
爺
温
泉
給
油
所
　

　
　
全
国
優
秀
給
油
所
に
選
ば
れ
る

洞
爺
温
泉
給
油
所
　

　
　
全
国
優
秀
給
油
所
に
選
ば
れ
る

12

平

２

全国2位になった新賢範君(左)全国2位になった新賢範君(左)

目録を渡す市川さん(右)目録を渡す市川さん(右) 全国優秀給油所に選ばれた
洞爺温泉給油所のスタッフ
全国優秀給油所に選ばれた
洞爺温泉給油所のスタッフ
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病
や
事
故
な
ど
で
心
肺
停
止
に 
 
 

 
 

な
っ
た
人
を
救
う
に
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
（「
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
」と
い
い
ま
す
。
）
が
速
や
か

に
心
肺
蘇
生
の
応
急
手
当
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
競
技
中
に
選
手
や
観
客
が
急
に
倒

れ
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

備
え
付
け
て
あ
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
を
行
っ
た

結
果
、
一
命
が
救
わ
れ
た
記
事
を
新

聞
等
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
目
に
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

バ
イ

ス
タ
ン

ダ
ー
に

は

①

「
１
１

９
番
通

報
」
と

②
「
応

急
手
当
」、

救
急
救

命
士
に

よ
る
③

「
高
度

な
救
急

処
置
」
、

医
師
に

よ
る
④
「
高
度
な
救
命
医
療
」
を
う

ま
く
つ
な
げ
て
命
を
助
け
る
一
連
の

流
れ
を
「
救
命
の
リ
レ
ー
」
と
い
い
、

そ
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
が
欠
け
て
も

命
を
救
う
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
は
「
救
命

の
リ
レ
ー
」
の
最
初
の
「
１
１
９
番

通
報
」
、
「
応
急
手
当
」
を
担
う
第

１
走
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
よ
り
多

く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に「
救
命
講
習
」

を
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で 

 
 

緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
た
ち
の
た
め
の
も
の

で
す
。 

緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急

車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車

が
必
要
と
す
る
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
近
隣
の
市
町
か
ら
救
急
車
が

出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着
が
遅

れ
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
緊
急
性
が
な
く
自
分

で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車

以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
、

正
し
い
救
急
車
の
利
用
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　 　
　
防
団
員
は
、
災
害
時
に
は
消
火 

 
 

活
動
は
も
と
よ
り
、
災
害
現
場

の
警
戒
、
被
災
者
の
救
助
、
行
方
不

明
者
の
捜
索
な
ど
、
そ
の
町
に
居
住

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
地

理
や
地
域
の
情
報
を
消
防
団
活
動
に

生
か
し
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
な
い
平
常
時
に
は
、
消
火

訓
練
や
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど

を
行
い
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
い
ち

早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
て
い
つ
で
も

災
害
活
動
に
付
け
る
よ
う
に
鍛
練
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
女
性
消
防
団
員

の
活
動
の
場
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
い
か
に
適
確
に
対
応
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
内
の

高
齢
者
住
宅
の
防
火
査
察
を
行
い
、

女
性
な
ら
で
は
の
ソ
フ
ト
な
対
応
は

「
ホ
ッ
ト
す
る
」
「
話
し
方
が
優
し

い
」
「
身
近
に
か
ん
じ
る
」
な
ど
地

域
の
お
年
寄
り
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
地
域
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
幅
広
い
層
か
ら

多
く
の
方
々
は
、
消
防
団
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 
　
　
番
は
、
火
災
や
救
急
な
ど
の
緊

　
　
急
通
報
専
用
電
話
で
す
。
問
い

合
わ
せ
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
災
な
ど
の
問
合
わ
せ
は
、
災
害
案

内
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
の 

74-

３
２

１
０
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
防
だ
よ
り

洞爺湖消防署(　76-2119)・温泉分署(　73-1119)・洞爺支署(　87-2119)・『火災・救急・救助119番』

３
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
の
推
進
」

　
統
一
標
語

「
火
の
し
ま
つ
　

 
 
 

君
が
し
な
く
て
　

 
 
 
 
 
 
 

誰
が
す
る
」

1
月
の

●
火
災
件
数
　
１
件

●
救
急
件
数
　
36
件

応
急
手
当
の
普
及

消

急

救 救
急
車
を
必
要
と

　
し
て
い
る
人
が
い
ま
す

地
域
に
密
着
し
た

　
　
　
　
　
　
消
防
団
活
動

お
願
い
！

「
火
災
時
の
問
い
合
わ
せ
！
」

119

救命の リ レ ー

早い119番通報 早い応急手当 早い救急処置 早い救命医療
おちついて、はっきりと
119番に通報する

救急車到着前の早い心肺
蘇生と早い除細動

救急救命士等の行う
高度な救急処置

医療機関における
高度な救命医療

消防団の訓練風景消防団の訓練風景
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わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
　
二
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
　
二
月
定
例
会

昭
和
長
し
母
の
綿
入
れ
愛
用
す
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

つ
つ
ぬ
け
の
個
人
情
報
寒
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

雪
道
を
ひ
と
り
暮
ら
し
の
靴
の
跡
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

カ
ラ
オ
ケ
や
訛
り
楽
し
く
春
謳
ふ
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

寒
明
け
や
老
樹
ゆ
っ
く
り
背
の
び
す
る
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

ど
の
豆
を
鬼
が
嫌
う
か
追
儺
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

寒
雀
傘
寿
を
見
舞
ふ
子
沢
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

温
暖
化
砕
氷
船
は
出
番
待
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

日
輪
は
雲
井
に
在
り
処
し
め
し
つ
つ

　
　
　
　
暦
の
上
の
春
は
い
ま
だ
し
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子
　

「
や
す
ら
ぎ
」
の
玄
関
に
入
れ
ば
地
元
の
人
等

　
　
　
　
思
は
ず
皆
さ
ん
声
か
け
下
さ
る
　
　
　
　
伊
　
藤
　
　
静
子

孫
と
行
く
札
幌
・
小
樽
の
雪
ま
つ
り

　
　
　
　
車
中
は
二
人
の
短
歌
の
教
室
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

ぬ
く
も
れ
る
寝
床
を
出
る
は
辛
か
り
き
　

　
　
　
　
立
春
過
ぎ
れ
ど
ま
だ
春
遠
し
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

学
舎
へ
一
里
の
路
を
通
え
し
と
ふ

　
　
　
　
香
の
煙
り
に
顕
つ
母
の
面
影
　
　
　
　
　
山
　
本
　
　
　
孝
　
　
　
　
　
　
　
　

立
春
を
連
れ
来
る
鬼
に
差
し
あ
げ
る

　
　
　
　
豆
を
炒
り
つ
つ
香
り
楽
し
む
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

人
の
世
の
す
べ
て
の
音
を
吸
い
と
り
て

　
　
　
　
雪
の
精
舞
ふ
静
け
さ
さ
び
し
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

北
国
に
き
ら
め
き
て
舞
ふ
風
花
に

　
　
　
　
お
ち
こ
ち
の
友
を
恋
ひ
つ
つ
お
り
ぬ
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

う
た

つ
い
な

さ
ん
じ
ゅ

任意加入制度とは
　国民年金制度は原則、20歳から60歳までの40年間の加入・納付状況によ
って、年金額を決定しています。やむを得ない理由で過去に納められなか
った期間がある・国民年金に加入していない期間があるなど満額の年金を
受け取ることができない方が申出により、任意で国民年金に加入すること
ができる制度です。
対象となる方
　①国内に居住する60歳～65歳未満の方
　②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
　③20歳から60歳までの年金保険料の納付月数が480ヵ月未満の方
　④60歳未満の老齢（退職）年金受給者
　⑤厚生年金に加入していない方
※昭和40年4月1日以前に生まれた方で、65歳まで加入しても年金の受け取
る権利がない方は70歳まで加入できます。「特例任意加入制度」
加入手続き
　役場・各支所国民年金窓口へ届出
　手続きした月から納めることができます。（原則、口座振替となります）
加入月数による保険料と年金増加額

国民年金の任意加入制度を利用して年金額を増やしませんか

※　この表の保険料納付額は平成20年度額（14,410円）に加入月数を掛け算出して
　います。
　　なお、保険料については平成21年4月分から改定され月額14,660円となります。

加入月数

12ヵ月

24ヵ月

36ヵ月

48ヵ月

60ヵ月

保険料納付額

172,920円

345,840円

518,760円

691,680円

864,600円

年金増加額

19,800円

39,600円

59,400円

79,200円

99,000円

　元洞爺消防団の副団長故大

西德雄さん（洞第４）が瑞宝

単光賞を受賞し、その伝達式

が1月29日町長室で行われ、

瀬戸良之胆振副支庁長から夫

人の恒子さんに賞状と勲章が

渡されました。

　大西さんは、昭和37年に洞

爺村洞爺消防団に入団し、以

来41年の永きにわたり、消防

活動に活躍され、住民の生命、

財産の保護に努めました。

故大西德雄さん
　瑞宝単光賞

を受章

賞状を受け取る大西恒子夫人賞状を受け取る大西恒子夫人
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成
20
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き 
 
 
 
 

 
 

何
か
と
忙
し
い
年
度
末
と
な
り

ま
し
た
。

　
授
産
施
設
あ
す
な
ろ
の
こ
の
1
年

間
を
、
作
業
班
毎
に
振
り
返
る
と
、

ま
ず
パ
ン
班
で
は
、
外
国
産
小
麦
粉

か
ら
道
産
小
麦
粉
へ
の
切
り
替
え
と
、

学
校
給
食
の
パ
ン
の
製
造
の
開
始
が

大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

 

開
始
当
初
は
、
軌
道
に
の
る
ま
で

苦
労
し
た
点
も
多
々
あ
り
、
日
々
担

当
支
援
員
や
利
用
者
は
、
「
美
味
し

い
パ
ン
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま

す
。
小
麦
粉
を
は
じ
め
材
料
の
高
騰

に
よ
り
価
格
を
上
げ
る
こ
と
も
余
儀

な
く
さ
れ
た
種
類
の
パ
ン
も
あ
り
ま

し
た
。

 

喫
茶
店
「
あ
る
そ
～
れ
」
で
は
、

毎
月
パ
ン
フ
ェ
ア
を
行
っ
て
お
り
、

多
く
の
方
が
来
店
さ
れ
ま
す
。
販
売

車
で
は
、
定
休
日
の
火
曜
日
と
土
曜

祭
日
以
外
、
町
内
と
伊
達
方
面
を
3

名
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、

自
分
た
ち
で
販
売
す
る
こ
と
で
、
責

任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

販
売
先
で
の
、
地
域
の
方
た
ち
と

の
交
流
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
視

野
も
広
が
り
、
成
長
に
繋
が
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
1
個
の
パ
ン
か
ら
電
話
1
本

で
配
達
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
々
に
、
あ
す
な
ろ
の
パ
ン

を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
注
文
頂
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 

今
後
も
、
地
域
1
番
の
パ
ン
屋
を

目
指
し
、
美
味
し
い
パ
ン
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
製
菓
会
社
ベ
イ
ク
ド
・
ア

ル
ル
の
下
請
け
作
業
を
行
っ
て
い
る

出
向
班
と
、
室
蘭
に
あ
る
テ
ッ
ク
ム

ロ
ラ
ン
の
下
請
け
作
業
と
し
て
、
配

線
作
業
を
行
っ
て
い
る
室
内
班
で
す

が
、
ど
ち
ら
の
班
も
一
般
企
業
の
動

向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
作

業
量
に
波
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
こ

こ
数
年
の
現
状
で
す
。

 

そ
ん
な
中
、
出
向
班
で
は
ア
ル
ル

の
福
袋
詰
め
作
業
な
ど
の
新
し
い
作

業
が
入
る
こ
と
や
、
室
内
班
で
は
廃

油
を
利
用
し
た
石
け
ん
作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

室
内
班
は
去
年
の
3
月
か
ら
作
業

所
が
移
転
し
、
以
前
よ
り
広
い
ス
ペ

ー
ス
で
作
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
出
来

事
で
し
た
。

 

室
内
班
で
毎
年
年
末
に
行
っ
て
い

る
し
め
縄
作
り
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

町
内
の
方
や
、
企
業
か
ら
多
く
の
注

文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
1
年
で
し
た
が
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
ケ
ガ
や
事
故
も
な

く
作
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
と
い

う
こ
と
が
何
よ
り
1
番
だ
と
思
い
ま

す
。

 

4
月
か
ら
、
新
年
度
も
変
わ
ら
ず

皆
様
の
ご
支
援
を
頂
け
ば
幸
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
海
道
で
は
、
平
成
20
年
12
月
14

　
　
日
に
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に

関
す
る
有
識
者
検
討
会
議
か
ら
、
北

海
道
電
力
（
株
）
泊
発
電
所
の
プ
ル

サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て
「
安
全
性

が
確
保
さ
れ
る
」
と
の
提
言
を
受
け
、

そ
の
検
討
結
果
を
、
よ
り
多
く
の
道

民
に
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

検
討
結
果
の「
概
要
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」や
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
Ｑ
＆
Ａ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画
の
安
全
性
に
関
す
る
検
討
結
果

に
つ
い
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
北
海
道
総
務
部
危
機
対

策
局
原
子
力
安
全
対
策
課
（
　
０
１

１-

２
０
５-

５
０
１
２)

第
18
回

一
年
を
振
り
返
っ
て

平

      http://www.pref.hokka

ido.lg.jp/sm/get/p- top.htm

北
プルサーマル計画
に関する有識者検
討会議の検討結果
について

室内班の新しい作業所

毎日気持ちを込めて作るパン班

出向班の作業風景

毎日気持ちを込めて作るパン班

出向班の作業風景

室内班の新しい作業所
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成
20
年
は
、
日
本
の
古
典
文
学

　
　
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
『
源
氏

物
語
』
が
書
か
れ
て
千
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
『
源
氏
物
語
千
年
紀
』
と

題
し
、
全
国
各
地
で
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
や
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
千
年
も
の
間
、
多
く
の
人
を
ひ

き
つ
け
る
こ
の
文
学
作
品
の
魅
力
は

一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
は
、
平
安
時
代
の
雅
や
か
な

宮
中
を
舞
台
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
背
景
に
、
豊

か
な
色
彩
に
彩
ら
れ
た
華
麗
な
衣
装

や
家
具
調
度
品
の
描
写
は
、
私
た
ち

の
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
た
て
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
言
葉
の
美
し
さ
で
す
。

平
安
時
代
の
言
葉
と
現
代
の
日
本
語

は
、
同
じ
発
音
で
も
違
う
意
味
を
持

つ
言
葉
が
多
い
の
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
ら
う

た
き
（
い
じ
ら
し
い
）
」
「
思
ひ
つ

つ
み（
胸
ひ
と
つ
に
秘
め
て
）」「
き
よ

ら
な
る
（
美
し
い
）
」
な
ど
の
言
葉

に
は
、
日
本
語
な
ら
で
は
の
柔
か
さ

と
凛
と
し
た
響
き
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
最
大
の
魅
力
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
生
き
る
こ
と
の
苦
し

み
や
喜
び
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
親
子
の
情
、
友
人
と
の
絆
、
恋

人
を
想
い
な
が
ら
も
す
れ
違
う
男
女

の
姿
は
、
現
代
に
も
共
通
す
る
も
の

で
し
ょ
う
。
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
、

日
々
を
生
き
る
登
場
人
物
た
ち
に
、

い
つ
の
時
代
の
人
々
も
自
分
自
身
の

姿
を
重
ね
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
洞
爺
湖
芸
術
館
で
も
今
年
1
月
か

ら
毎
月
1
回
「
文
学
座
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
『
源
氏
物
語
』
の
通
読

を
柱
に
、
近
・
現
代
文
学
作
品
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
自

宅
で
ゆ
っ
く
り
読
み
た
い
と
い
う
方

に
は
近
・
現
代
文
学
作
品
の
全
集
も

貸
し
出
し
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
次
回
の
開
催
日

　
3
月
22
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
約
2
時
間

■
場
　
　
所
　
　
　

　
洞
爺
湖
芸
術
館
1
階
図
書
室

■
入
　
館
　
料
　
　
　

　
大
人
3
0
0
円

■
お
申
込
・
お
問
合
せ

　
洞
爺
湖
芸
術
館
　
87-

2
5
2
5

　
オ
リ
ー
ブ
の
「
果
実
」
か
ら
取
れ

る
オ
リ
ー
ブ
油
は
、
サ
ラ
ダ
油
な
ど

と
カ
ロ
リ
ー
は
同
じ
で
す
が
、
他
の

食
用
油
に
比
べ
酸
化
し
に
く
く
固
ま

り
づ
ら
い
た
め
、
健
康
に
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
体
の
中
に
は
、
「
悪
玉
（
身
体

に
悪
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）」と「
善

玉
（
悪
玉
を
退
治
す
る
良
い
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
」
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
「
種
子
油
」
は

「
善
玉
・
悪
玉
」
両
方
を
退
治
し
ま

す
が
、
オ
リ
ー
ブ
油
は
オ
レ
イ
ン
酸

と
い
う
物
質
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る

た
め
「
悪
玉
」
だ
け
を
退
治
し
、
「
善

玉
」
は
残
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
ほ

か
動
脈
硬
化
の
予
防
や
糖
尿
病
の
改

善
、
血
液
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
作
用
も
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
使
っ

た
簡
単
な
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　
《
4
人
分
》

○
材
料
　
ホ
タ
テ
貝
　
　
4
個

　
　
　
　
パ
プ
リ
カ
　
　
2
個

　
　
　
　
生
し
い
た
け
　
4
枚

　
　
　
　
オ
リ
ー
ブ
油
　
大
さ
じ
4

　
　
　
　
塩
コ
シ
ョ
ウ
　
適
量

○
作
り
方

1
、
ホ
タ
テ
を
貝
か
ら
は
ず
し
、
黒

い
と
こ
ろ
を
取
り
除
く
。

2
、
パ
プ
リ
カ
・
し
い
た
け
は
食
べ

や
す
い
大
き
さ
に
切
る

3
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
を

入
れ
熱
し
①
②
の
順
に
入
れ
る
。

4
、
火
が
通
っ
た
ら
塩
コ
シ
ョ
ウ
で

味
を
調
え
、
出
来
上
が
り
。

（
野
菜
類
は
好
み
の
も
の
で
ア
レ
ン

ジ
す
る
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

め
ま
す
。
）

　　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
3
0
0
ｇ
　
6
0
0
円

花
か
つ
お
　
7
5
ｇ
　
　
3
0
0
円

長
ひ
じ
き
　
7
5
ｇ
　
　
5
0
0
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

 

虻
田 

佐
々
木
宅
　 

76
ー
4
5
8
9

 

温
泉 

岡 

村
宅 
 

75
ー
2
7
0
4

 

役
場
産
業
課 
 

74
ー
3
0
0
5

消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り

消
費
者
連
絡
会
の

　
　
お
す
す
め
品

酸

・
オ
リ
ー
ブ
油

「洞爺湖芸術館」
⑤⑤

「洞爺湖芸術館」

事業紹介　
　　　～文学座～
事業紹介　
　　　～文学座～

平

図書室図書室
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こ
ん に ち は

社会教育です
新 刊 案 内 あぶた読書の家

3月の休館日
12日・19日・26日
・4月2日・9日

開館時間
午前10時より午後４時20分まで
（※毎木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100

＜一　般＞▽警察の紋章（佐々木譲）▽ほうき星　上

・下（山本一力）▽壺霊　上・下（内田康夫）▽とん

び（重松清）▽悼む人（天童荒太）▽夕映え天使（浅

田次郎）▽人生は愉快だ（池田晶子）▽感染列島（吉

村達也）▽北極大変動（NHK取材班）▽花はどこへい

った・枯葉剤を浴びた（坂田雅子）

＜児童書＞▽家族で遊ぼ最強なぞなぞブック600オ600

間・知識がひろがる！おもしろ雑学1000（カルチャー

ランド）▽つみきのいえ（加藤久仁/平田研也）▽エ

ゾオオカミ物語（あべ弘志）▽なぜ戦争はよくないか

（アリス・ウオーカー/ステファーノ・ウィタール）

■みずうみ読書の家　 75 4702

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

お知らせ

　前日の悪天候により開催が一

時心配されましたが、２月22日

雪の降る中、歩くスキーの集い

(教育委員会主催)を実施するこ

とができました。変わりやすい

　　

天候で積雪と風による吹きだま

りなどコース条件もあまりよく

ありませんでしたが、「洞爺湖町

歩くスキー同好会」の協力を得

てケガもなく無事に終了するこ

　　　

とができました。

　また、花和地区自治会「若妻

会」の皆さんの協力で、ゴール

後に豚汁と花和産牛乳がもてな

され、冷え切った体を温めなが

ら参加者同士の会話もはずみ、

楽しい昼食となりました。

　　

　２月 10 日発行『広報とうや

湖』において西岡勇吉様から、

あぶた読書の家に寄贈していた

だきました資料の中で『太極拳

原図』とありましたが『練功十

八法図解』の誤りでした。訂正

してお詫び申し上げます。

＜一　般＞  ▽あふれた愛（天童荒太）▽神様のいない

日本シリーズ（田中慎弥）▽西条八十（筒井清忠）▽納

棺夫日記（青木新門）▽森に眠る（角田光代）▽続・羊

の歌（加藤周一）▽地質　1、地球史の探求　２、地層

の解読　3、地球のダイナミックス（岩波書店）▽人類

を救う哲学（梅原猛・稲盛和夫）▽森の力（浜田久美子）

▽裁判員のための刑事法ガイド（井村敏邦）

＜児童書＞カイサとおばあちゃん（リンド・グレーン）

▽パテイントンの大切な家族（マイケル・ボンド）▽き

になる　ともだち（内田麟太郎）▽てぶくろがいっぱい

（フローレンス・スロボキン）

お詫びと訂正
　

祝日20日

花和地区の特設コースで
　　　　　　　　　　　「歩くスキーのつどい」 開く

吹雪の中をスキーで歩く参加者吹雪の中をスキーで歩く参加者 あたたかい豚汁で寒さも吹飛ぶあたたかい豚汁で寒さも吹飛ぶ
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室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の
方
が
相

談
員
と
し
て
対
応
し
ま
す
。
年
金
手

帳
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
17
日
（
火
）
　
午 
 
 
 

 
 
 
 
 

前
10
時
30
分
か
ら
午
後 
 
 

 
 
 
 
 

3
時
30
分

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
3
0
2 
 
 

 
 
 
 
 

号
会
議
室

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
は
3
月
16
日
（
月
）
、
消

費
税
及
び
地
方
諸
費
税
（
個
人
事
業

者
）
の
確
定
申
告
の
受
付
は
3
月
31

日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　
申
告
会
場
は
期
限
間
際
に
な
り
ま

す
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確
定

申
告
書
な
ど
は
、
「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作

成
し
て
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
成
し
た
申
告
書
は
、
送
付
又
は
電

子
申
告
（
e-

T
a
x
）
に
よ
り
提

出
で
き
ま
す
。

　
申
告
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、

印
鑑
、前
年
の「
申
告
書
等
の
控
え
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

詳
し
く
は
、
室
蘭
税
務
署
ま
で
。

　
　
0
1
4
3-

22-

4
1
5
1

　
老
人
世
帯
・
重
度
心
身
障
害
者
世

帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
対
し
、

生
活
の
一
助
と
し
て
灯
油
の
購
入
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
3
月
23
日

（
月
）
ま
で
が
申
請
期
限
で
す
の
で
、

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
、

も
う
一
度
ご
確
認
の
う
え
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

 

健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
74-

３
０

０
１

　
平
成
21
年
度
住
民
税
に
か
か
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
期
限
は
3
月

16
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
は
、
役
場
税
務
財
政

課
へ
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
期
限
後
の
申
告
は
、
特
別
徴

収
税
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
納
税
通

知
書
が
到
着
す
る
ま
で
で
す
。

　
詳
細
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
洞

爺
湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
し

て
い
ま
す
の
で
参
照
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
エ

ク
セ
ル
形
式
に
よ
る
簡
易
な
申
告
書

作
成
ツ
ー
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
「
住
宅
借
入
金
特
別
税
額
控
除

申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
」
を
活

用
く
だ
さ
い
。

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
寄
附
物
品
〉

▼
亮
昌
寺
（
清
水
）

　
訂
正
と
お
詫
び

　
2
月
号
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
、

年
金
そ
こ
が
知
り
た
い
で
、
配
偶
者

の
扶
養
に
な
っ
た
と
き
（
第
3
号
へ

の
種
別
変
更
）
の
届
出
は
「
役
場
窓

口
」で
は
な
く
「
配
偶
者
の
勤
務
先
」

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

inform ation

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

故内海モモオさん
■ 1 月 8 日 死 去
■86歳■遺族は
泰子さん■入3区

故井上徹子さん
■1月13日死去
■81歳■遺族は
笠原徳子さん■清水

故三國　進さん
■1月10日死去
■77歳■遺族は
智恵さん■温8区

故宮田榮一さん
■1月16日死去
■92歳■遺族は
絹子さん■虻2区

故苗村三枝さん
■1月7日死去
■83歳■遺族は
板垣恵美子さん■温1区

年
金
事
務
相
談

　
　
　
　
　
　
窓
口
の
ご
案
内

申
告
書
は
ご
自
分
で

　
　
　
作
成
し
て
お
早
め
に

寄
　
　
　
付

故佐々木竹雄さん
■1月23日死去
■82歳■遺族は
ツヨエさん■清水

故滝頭和子さん
■1月26日死去
■62歳■遺族は
省一さん■成香

故平田　一さん
■1月23日死去
■81歳■遺族は
康子さん■虻5区

故菊地初江さん
■1月29日死去
■84歳■遺族は
喜一郎さん■虻4区

故三好チヨさん
■1月18日死去
■88歳■遺族は
横田敎子さん■月浦

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の

み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
灯
油
の
申
請
は

　
　
　
　
　
済
み
ま
し
た
か
?

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
?
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

対
象
者
の
方
へ



有珠山噴火メモリアル2009　アフターサミット記念有珠山噴火メモリアル2009　アフターサミット記念有珠山噴火メモリアル2009　アフターサミット記念
3 月2 8 日（土）
　●まちかどエコキャンドル
　　温泉地区にて午後7時よりエコキャンドルが街を
　　飾ります。
　 ●1店1品半額感謝セール（洞爺湖町本町地区）
　　※参加協賛店は、3月25日ごろの新聞折込をご覧
　　ください
3 月2 9 日（日）
　●1店1品半額感謝セール
　　（洞爺湖温泉地区、洞爺地区、壮瞥温泉地区）

3 月3 1 日（火）
　●この日を忘れない～サイレン吹鳴
　　防火放送で午後1時7分にサイレンが吹鳴します

主催/有珠山噴火メモリアル委員会
（事務局連絡先　立野　090-4879-5818）
主催/有珠山噴火メモリアル委員会
（事務局連絡先　立野　090-4879-5818）

平成21年
3月23日
平成21年
3月23日 北海道胆振支庁が移転します

　胆振支庁、胆振保健福祉事務所（室蘭保健所）、室蘭土木現業所、
胆振教育局と胆振地区水産技術普及指導所は、3月23日（月）むろら
ん広域センタービルに移転します。
　業務内容や電話番号に変更はありません。

館内のご案内（胆振支庁関係）
1階　胆振支庁（課税課・納税課）パスポート窓口
　　    胆振地区水産技術普及指導所
2階　胆振保健福祉事務所（室蘭保健所）
3階　室蘭土木現業所・胆振教育局
4階　胆振支庁（地域振興部・産業振興部）

■住所　室蘭市海岸町1‐４‐1むろらん広域セ
　　　　　　ンタービル
　　　　　　　　0143-24-9900《総合案内》
※担当直通のダイヤルイン番号など電話番号など
は変更ありません。

→

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
東
室
蘭
・登
別

消防署

社会保険事務所

ハローワーク

入江運動公園

郵便局

室蘭駅

長崎屋 ＮＨＫ

白鳥大橋

胆振支庁
むろらん広域
センタービル

　4月1日より伊達市においてし尿などの処理
が開始されることになります。くみ取り料金、
申込み方法、料金納入方法についてはこれま
でと変わりません。

■申込み先　
　役場住民課住民係　74-3002／洞爺総
　合支所  82-5111／洞爺湖温泉支所  
　75-2281
　※受付時間は午前8時45分～午後5時30分ま
　で（夜間、休日は受け付けていません）
■手数料　
　し尿処理手数料　100リットル当たり840円　
　浄化槽汚泥処理手数料　10㎏当たり31.5円
■納入方法　
　現金の場合＝くみ取り時に委託業者にお支
　払いしてください。
　後納の場合＝くみ取り後に納入通知書を送
　付いたしますので、金融機関などで納入し
　てください。
　詳しくは、住民課住民係まで(　74‐3002)

4月からし尿処理が
　　　伊達市に移行となります！

洞爺湖マラソン2009参加者募集！　町民の皆さんの参加を！
2009年洞爺湖マラソンの参加者を募集しています。町民の皆さんの参加をお待ちしています。

■日　程　5月2 4 日（日）　　　■会　場　洞爺湖畔遊歩道広場

※参加料には保険料を含みます。
※車いすによる出場の申込みはできません。
※定員超過以外の申込み後の参加料の返金はできません。

参
加
資
格
　
参
加
料

マラソン　　10 km 　　　　5㎞　　　　 ２㎞

18以上
（高校生
以下除く）

高校生以上中学生以上小学生　親子
（子は小学生）

参加料
　4,500円 4,000円

4,000円
（中学生
2,500円）

2,000円
（親子は
4,200円）（スプリットタイム

計測料を含む）

【参加資格・参加料】

　　〒049-5721洞爺湖町洞爺湖温泉142

申込先
問合せ

洞爺湖マラソン実行委員会
0142-75-4400 　FAX 0142-75-4704

春の全国交通安全運動  4月6日～4月15日 4月10日は
「交通事故死ゼロを目指す日」です。

19

■ 種　　　目
◆マラソン／●一般男子の部（18歳～39歳・40歳代・50歳代・60歳以上）

　　　　　　　　　　●一般女子の部（18歳～39歳・40歳以上）

◆1 0 k m ／●一般男子の部（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上）

　　　　　　　　　●一般女子の部（39歳以下・40～59歳・60歳以上）

◆    5 ㎞ ／●一般男子の部（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上）

　　　　　　　　　●一般女子の部（39歳以下・40～59歳・60歳以上）

　　　　　　　　　●中学生の部（中学生男女）

◆  ２ km ／●小学生の部（小学1～３年生男女・小学４～6年生男女）

　　　　　　　　　●親子ペアの部（子供は小学生）

■日　程　5月2 4 日（日）　　　■会　場　洞爺湖畔遊歩道広場

■ 申込締切　3月31日(火)まで

■ 種　　　目
◆マラソン／●一般男子の部（18歳～39歳・40歳代・50歳代・60歳以上）

　　　　　　　　　　●一般女子の部（18歳～39歳・40歳以上）

◆1 0 k m ／●一般男子の部（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上）

　　　　　　　　　●一般女子の部（39歳以下・40～59歳・60歳以上）

◆    5 ㎞ ／●一般男子の部（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上）

　　　　　　　　　●一般女子の部（39歳以下・40～59歳・60歳以上）

　　　　　　　　　●中学生の部（中学生男女）

◆  ２ km ／●小学生の部（小学1～３年生男女・小学４～6年生男女）

　　　　　　　　　●親子ペアの部（子供は小学生）

■ 申込締切　3月31日(火)まで



広
報
と
う
や
湖
発
行
日

平
成
21
年
3
月
10
日

通
巻
／
第
36
号
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■ホームページアドレス／ｈｔｔｐ： jpｗｗｗ.town.toyako.hokkaido.

３月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞
火・木・土曜日
　　　　午後 1時～午後8時30分
日曜日　午前10時～午後5時30分

　※両施設とも祝祭日休館。＜利用料＞1回200円(両センター共通券)

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞
 月～金曜日
　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

３月13日(金）
    17日(火）
    24日(火）
    27日(金）
    
３月13日(金）
   

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

３月16日(月）
午前10時～
12時

午前10時～
11時30分

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区
健康相談

親子ふれあ
い遊び

フッ素塗布
受付 午後1時
～2時30分

健康福祉セ
ンター

人口と世帯の動き (平成21年１月31日現在)

男…… 4,977人
女…… 5,658人
計……10,635人
世帯…… 5,236世帯

月対比
(＋ 3)
(＋ 8)
(＋11)
(＋ 8)

今月のワンショット

個別通知します

  ４月の予定
◆洞爺地区健康相談/4月3日(金)・10日(金)・14日(火)
  ・17日(金)・21日(火)・24日(金)(洞爺地区）
◆ポリオ/4月16日(木)(健康福祉センター)・ 22日(水）
 （洞爺地区）
◆親子ふれあい遊び/4月24日(金)(健康福祉センター）
◆乳児検診/4月28日(火)(健康福祉センター）

り

「さわやか」

の　行　事　予　定

３月26日(木）
個別通知します 乳児検診

受付 午後1時
30分～2時

洞爺ふれ愛
センター

  今月号では、行政改革について特集
を組みました。▼町の財政は、世界同
時不況という逆風もともなって、ます
ます厳しい状況を迎えています。▼ま
さに1年、1年の取組みが町の将来の方
向を決定づけると言ってもいいでしょ
う。▼今後も更なる事務事業の見直し、
各部署での節約など財政健全化に向け
て、知恵をしぼり、そして素早く実行
していくことが問われるていくと思い
ます。▼こんな中で、新君の全国２位
の快挙は、心の中を明るく灯してくれ
ました。　　　　
　　　　　　　　　　　　（Ｈ．Ｏ）

東 奔 西 走

洞爺湖温泉冬まつり
ー恒例の国際ばんばラフティング大会ー

洞爺湖温泉冬まつり
ー恒例の国際ばんばラフティング大会ー


